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■表紙　大きくひび割れた道路（栖吉町の国道352号）
小写真は右上から、避難所で過ごす人々、ボランティアに
よる炊き出し、左上から、前川小学校で授業を再開した太
田小学校、大手通りに掲げられた「がんばろう！長岡」の
旗、仮設住宅での新たな生活（長岡操車場地区）

特集　新潟県中越地震
復興に向かって一丸となって歩もう
長岡市の主な被害状況
被災者支援制度等のお知らせ ほか
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平成16年12月１日発行
「長岡市政だより」は市民情報ラウンジ（市役所１階）、秘書広報課（市役所４階）、まちの情報コーナー（市民センター１階）で発行日から閲覧できます。

古紙配合率70％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています 

地震の影響で閉館・一部閉鎖などしている主な市の施設 
　余震や復旧状況で変更となる場合があります。 

問
い
合
わ
せ
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ツ
振
興
課
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・
6
1
1
7

進入道路の崩壊をはじめ、ゲレンデの一部亀裂、リフトワイヤーの一部落下などのため、今冬
の営業中止 

時間を変更して開館（平日…午前８時30分～午後７時、土・日、祝日…午前９時～午後５時30
分） 。４階「ちびっこ広場」（遊び場）、５階「まちなか花火ミュージアム」は当分の間、閉鎖。
市民サービスセンター（136・7822）は通常通り（平日…午前８時30分～午後７時、土・日、
祝日…午前９時～午後５時） 

小ホールおよび会議室は当分の間、大ホールは修繕のため少なくとも２月末まで閉鎖 

ボランティアセンターとして使用しているため貸館はしていません 

再開見込みについては、福祉総務課139・2217へお問い合わせください 

当分の間、閉館 

定期駐車のみ営業 

プラネタリウム・温水プール・科学コーナーは当分の間、閉鎖。楽しい教室、催し物などは実施 

開場中（降雪により使用不能な期間は閉場） 

再開見込みについては、各児童館にお問い合わせください 

当分の間、閉館。藤橋歴史の広場は平成17年３月31日eまで休館 

当分の間、閉館 

平成17年１月５日dから教室などの貸し出し（貸館）を再開します。１月５日d～20日eまでの
貸館受付は12月20日b午前８時30分から。１月21日f以降についての貸館は１カ月前から受付。
地区コミュニティセンターについては各地区コミュニティセンターにお問い合わせください 

平成17年３月末日まで閉館（会員については使用料をいったん精算し、月割りにより還付しま
す。会員には別途お知らせします）。 

今後の状況により順次開館（南部体育館トレーニングコーナーは１階フロアに移動し開放予定）。 
平成17年３月末日まで個人利用は無料とします 
みしま体育館の専用利用方法＝平成17年１月５日d～３月31日eの専用利用について１カ月ご
とに申し込みを受け付けます。利用希望者は、必ず往復はがきで、利用希望月日（第３希望ま
で可）、時間（２時間以内）、団体名、種目、代表者名、電話を記入し（土・日・祝日の午前９
時～午後６時は大会が入る可能性あり）、〒940－0084幸町１の２の31スポーツ振興課132・
6117へ。受付後、調整を行い重複する使用は抽選（１月使用分は12月20日bまでに到着分を21
日、２月使用分は１月20日eまでに到着分を21日、３月使用分は２月20日aまでに到着分を21
日に抽選し決定） 

市営スキー場134・2225

ながおか市民センター 
139・2763

市立劇場133・2211

社会福祉センター132・1442

高齢者センターけさじろ、まきやま、みやうち、
ふそき、ロングライフセンター 

ふるさと体験農業センター134・5360

大手口駐車場133・2345

青少年文化センター134・1305

児童館 

科学博物館132・0546

郷土史料館135・0185

中央公民館132・5110、132・0437

市民体育館（大アリーナ、ランニングコ
ース）、南部体育館（アリーナ、ランニ
ングコース、トレーニングコーナー）、
北部体育館（スポーツフロア、ランニン
グコース）、厚生会館（大ホール、中ホ
ール）、悠久山温水プール、希望が丘テ
ニス場全天候型コート 

陸上競技場全天候型トラック 

市民体育館（第一・第二武道場、弓道場）、
南部体育館（グリーンフロア、トレーニ
ングコーナー）、北部体育館他目的ホー
ル、新産体育館、みしま体育館、厚生会
館（第１・第2小ホール） 

施　　設　　名 閉 館 状 況 お よ び 再 開 状 況 

持
ち
込
み
は
、

引
越
し
な
ど
で

多
量
の
ご
み
が
出
た
と
き
に
限
り

ま
す
。
年
末
は
12
月
31
日
f
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午

ま
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事
業
系
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ご
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す
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の
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２
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３
８
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６
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８
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８
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・
「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」「
粗
大
ご
み
」（「
粗
大
ご
み
」

に
は
、
処
理
券
シ
ー
ル
を
は
っ
て

く
だ
さ
い
）。

■
資
源
物

「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
」

な
ど
の
資
源
物
の
直
接
搬
入
は
で

き
ま
せ
ん
。
１
月
の
収
集
日
ま
で

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
家
庭
ご
み
の
直
接
搬
入

前
日
ま
で
に
施
設
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
以
外
の
年
末
年
始
の
市
の
業
務
の
ご
案
内
は
12
月
25
日
発
行
の
市
政
だ
よ

り
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
ご
み
収
集
は
12
月
30
日
（木）

ま
で
平
常
通
り
で
す

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

問
い
合
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は
環
境
業
務
課
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・
２
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し尿のくみ取り
し尿のくみ取りは12月28日

cまで受け付け、12月29日d

～１月３日bはお休みします。
１月４日cからは平常どお

り業務を行います。
なお、業務の混雑状況や降

雪状況により、申し込みから
くみ取りまで日数がかかる場
合がありますので、早めにお
申し込みください。
また、作業ができるように、

くみ取り口の除雪と、くみ取
り車の駐車場所の確保にご協
力をお願いします。
申し込み＝環境業務課

1２４・９３１０
（くみ取り専用）

収
集
し
な
い
期
間
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 
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●死傷者
死者６人、負傷者2,108人

●火災発生状況
５件（10月23日の建物火災）

●住宅・建物（11月14日現在・調査済み割合約50％）
全壊…800棟、半壊…1,810棟、一部損壊…24,638棟

●避難者・避難所

●避難勧告
地震による土砂崩れなどの恐れがあるため、10月25日の乙吉町（鶴

が丘団地）をはじめ、11月２日までに６学校区22町内の1,286世帯4,129
人に避難勧告を発令しました（11月24日現在、201世帯601人）。

●ライフライン

●主要道路の通行止め
地震発生後、一般国道では５路線11カ所、主要地方道で６路線11カ

所、一般県道で10路線13カ所、市道（都市計画道路）で２路線２カ所
が土砂崩れや陥没などにより通行止めとなりました。

●道路・河川など

●農地・農業施設

●商工業
被害状況を把握するため、長岡商工会議所、関原地区商工会、二和

地区商工会と協力して、市内事業所を対象にアンケート調査を実施中

●公共施設
市役所本庁舎、柳原分庁舎、リリックホール、市立劇場、ながおか

市民センター、体育レクリエーション施設（12カ所）、市営スキー場、
中央図書館、互尊文庫、青少年文化センター、神田コミュニティセン
ターほか地区コミュニティセンター35カ所、上組小学校、四郎丸小学
校、太田小・中学校、山本中学校（このほか小学校34校、中学校14校）、
柿が丘学園、石坂保育園ほか保育園11カ所、ロングライフセンターほ
か高齢者センター４カ所、市営牧場、ふるさと体験農業センター、食
肉センター、公営住宅など（21団地46棟）、都市公園施設など（202カ
所）、寿焼却施設、一般廃棄物最終処分場柿埋立地、墓園、斎場、消
防庁舎（４カ所）、消防団車庫・置場（12カ所）、警鐘台（３カ所）に
被害が発生
閉館・一部閉鎖などしている主な市の施設については16ページ参照。

長岡市の主な被害状況
記述のないものは11月24日現在の数字です。
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十
月
二
十
三
日
に
中
越
地
方
を
襲
っ
た

地
震
と
そ
の
後
の
度
重
な
る
余
震
は
、
各

地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
の
応
援
が

復
旧
な
ど
の
大
き
な
力
に

長
岡
市
内
に
お
い
て
も
、
一
時
は
ほ
ぼ

全
市
域
で
電
気
、
水
道
が
使
用
不
能
と
な

っ
た
ほ
か
、
い
た
る
所
で
道
路
が
隆
起
・

陥
没
し
、
多
く
の
家
屋
が
全
・
半
壊
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
太
田
地
区
や
東

山
沿
い
の
一
帯
は
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
災
害
時
の
相
互
応
援
協

定
を
結
ん
で
い
る
福
島
県
会
津
若
松
市
、

富
山
県
高
岡
市
を
は
じ
め
、
国
、
県
、
自

衛
隊
、
全
国
の
自
治
体
、
市
消
防
団
、
報

道
機
関
な
ど
に
応
援
・
協
力
を
要
請
。
被

害
情
報
の
収
集
、
避
難
所
の
開
設
・
運
営
、

食
料
・
飲
料
水
の
確
保
、
道
路
・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
、
的
確
な
地
震
関
連

情
報
の
発
信
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
順
次
、

避
難
勧
告
を
発
令
。
自
主
避
難
を
含
む
避

難
者
は
、
ピ
ー
ク
時
の
十
月
二
十
五
日
に

は
五
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
不
幸
中
の
幸

い
だ
っ
た
の
は
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
援

助
物
資
や
激
励
の
手
紙
が
全
国
各
地
か
ら

続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
活
動

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
温

か
い
支
援
や
激
励
な
ど
は
、
被
災
し
た
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
ま
し
と
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。

被
災
者
の
生
活
再
建
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す

悪
夢
の
よ
う
な
大
地
震
か
ら
一
カ
月
あ

ま
り
が
た
ち
ま
し
た
。
応
急
復
旧
が
ほ
ぼ

終
了
し
、
余
震
も
徐
々
に
減
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
も

あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
地
震
災
害
に
対
し
て
は
、
災
害

救
助
法
が
十
月
二
十
三
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
国
の
施

策
の
ほ
か
に
市
独
自
の
施
策
に
よ
り
、
住

み
慣
れ
た
我
が
家
や
地
域
を
離
れ
、
仮
設

住
宅
や
避
難
所
な
ど
に
お
ら
れ
る
被
災
者

の
み
な
さ
ん
の
生
活
環
境
の
整
備
や
、
被

災
し
た
み
な
さ
ん
の
生
活
再
建
支
援
に
優

先
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

米
百
俵
の
精
神
で

復
興
を

今
回
の
震
災
の
特
徴
は
、
建
築
物
被
害

が
主
で
あ
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
大

き
く
異
な
り
、
が
け
崩
れ
、
宅
地
や
農
地

の
崩
落
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
盤
そ

の
も
の
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
は
既
存
の
国
の
支
援
制
度
だ
け
で
は
救

済
で
き
な
い
被
害
で
あ
る
う
え
、
そ
の
復

興
に
は
長
い
時
間
と
莫
大
な
費
用
を
必
要

と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
災
し
た
各
市

町
村
と
団
結
し
な
が
ら
、
復
興
の
た
め
の

財
政
支
援
を
今
後
と
も
国
と
県
に
対
し
て

強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
全
村
民

が
長
岡
市
内
に
避
難
し

て
い
る
山
古
志
村
を
は

じ
め
来
年
四
月
に
合
併

す
る
町
村
に
対
す
る
支

援
、
間
近
に
迫
っ
た
雪

へ
の
対
策
、
被
災
者
の

心
身
両
面
の
ケ
ア
、
経

済
界
の
風
評
被
害
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
う
し
た

課
題
に
対
処
し
な
が
ら
、
復
興
に
向
か
っ

て
明
る
い
展
望
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
折
し
も
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の

業
務
団
地
で
あ
る
長
岡
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
に
、
企
業
進
出
が
決
ま
っ
た
と

い
う
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。

か
つ
て
長
岡
市
は
、
戊
辰
戦
争
と
長
岡

空
襲
と
い
う
二
度
の
戦
禍
に
遭
い
な
が
ら
、

そ
の
都
度
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
力
で
力

強
く
復
興
を
成
し
遂
げ
、
今
日
の
繁
栄
を

築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力
と

な
っ
た
「
米
百
俵
」
の
精
神
を
、
今
に
生

き
る
私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で

い
ま
す
。

今
度
は
私
た
ち
が
「
米
百
俵
」
の
精
神

を
胸
に
、
復
興
に
立
ち
上
が
る
番
で
す
。

地
震
に
負
け
ず
に
気
持
ち
を
強
く
持
ち
、

復
興
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
歩
も
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

長
岡
市
長

森

民
夫

避難所を訪れ被災者のみなさんの声に耳を傾ける森
市長（10月26日・新産体育館）

▲

復
興
に
向
か
っ
て

一
丸
と
な
っ
て
歩
も
う

午後５時56分 

午後６時３分 

午後６時11分 

午後６時34分 

午前６時４分 

午前10時40分 

 

 
10月23日 

 

10月25日 

10月27日 

震　源　時 

時　　間 月　日 
震度 マグニ 

チュード 

6.8 

6.3 

6.0 

6.5 

5.8 

6.1

６弱 

５弱 

５弱 

５強 

５弱 

５強 

長岡市の主な地震震度

中越地震に負けずにがんばろう！

区　分 
農　　地 

農業施設 

51カ所 

1,069カ所 

田面の液状化による凹凸など 

用排水路などの損壊、カントリーエレベーター・ 
倉庫などの破損、養鯉池の損壊など 

被害カ所数 被　害　概　要 

区　分 
避難者数 

避難所数 

50,100人（うち山古志村約2,200人） 

125カ所（うち山古志村８カ所） 

2,278人（うち山古志村1,453人） 

24カ所（うち山古志村８カ所） 

最高時（10月25日） 11月24日現在 

区　分 
道路・河 
川など 

林道・ 
農道など 

十日町、六日市、太田、山本地区ほか 

十日町、六日市、栖吉、宮本、大積地区ほか 

被害カ所数 主  な  発  生  地  区 

1,393カ所 

220カ所 

区　分 
電　　気 

都市ガス 
 
下 水 道 

水　　道 

電　　話 

64,592戸停電 
ガス漏れのため24日に約23,000 
戸供給停止（信越線の東側） 

使用できなくなった世帯数… 
10,393世帯（33,186人） 

電話回線の輻そうによりかか 
りにくい状態が発生 

断水戸数70,000戸 

個別対応を除いて復旧 

個別対応を除いてほぼ復旧 

個別対応を除いてほぼ復旧 

復旧 

個別対応を除いて復旧 

地震後の被害状況 復　旧　状　況 

10月23日午後５時56分に発生した本震の
震源地は川口町（深さ約13㎞）で、震度計
による観測が始まって以来初めて最大震度
７を観測しました。
中越地方では、10月23日～11月24日の１

カ月間、800回を超える地震が発生しました
（震度４以上が58回）。いずれも深さ約５㎞
～約20㎞の浅いところで、断層がずれて発
生した、直下型地震でした（気象庁資料から）。
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避
難
者
へ
の
支
援

▼
食
料
・
物
資
供
給

震
災
当
初
は
約
５
万
人
の
避
難
者

に
パ
ン
、
お
に
ぎ
り
、
飲
料
な
ど（
延

べ
約
80
万
食
）
を
配
給
し
た
ほ
か
、

毛
布
、
下
着
・
靴
下
等
の
衣
類
、
カ

イ
ロ
、
紙
お
む
つ
等
の
生
活
関
連
物

資
な
ど
を
搬
送
し
ま
し
た
。

▼
要
援
護
者
支
援

市
内
の
福
祉
施
設
に
要
援
護
者
の

緊
急
短
期
入
所
受
け
入
れ
を
要
請
し

た
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
視

覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
等
の
安
否

確
認
と
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

▼
入
浴
支
援
・
ト
イ
レ
対
策

市
有
入
浴
施
設
で
無
料
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
、
避
難
所
か
ら
高
齢

者
な
ど
を
バ
ス
で
送
迎
し
ま
し
た
。

避
難
所
生
活
が
長
期
化
す
る
と
こ
ろ

に
は
、
自
衛
隊
の
野
外
風
呂
や
民
間

提
供
の
簡
易
浴
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

避
難
所
や
公
園
な
ど
に
仮
設
ト
イ

レ
６
６
１
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
医
療
・
保
健
支
援

医
師
や
保
健
師
が
避
難
所
を
巡
回

し
、
避
難
者
の
健
康
管
理
を
支
援
し

た
ほ
か
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
避
難
者

へ
の
運
動
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
の
伝
達

地
震
発
生
後
直
ち
に
、
避
難
所
情

報
、
給
水
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

状
況
、
生
活
関
連
情
報
な
ど
を
、
広

報
車
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
報
道

機
関
を
通
じ
た
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
広
報
、
避
難
所
へ
の
掲
示
、

チ
ラ
シ
の
世
帯
配
布
等
の
複
数
の
手

段
で
、
迅
速
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

▼
水
道

断
水
や
給
水
不
良
に
対
応
す
る
た

め
、
10
月
24
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

市
内
各
地
や
医
療
機
関
、
福
祉
施
設

な
ど
に
延
べ
３
６
８
台
の
給
水
車
で

給
水
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
24
日
現
在
、
道
路
等
の
被
害

が
著
し
い
と
こ
ろ
を
除
き
市
内
全
域

で
復
旧
し
て
い
ま
す
。

▼
下
水
道

下
水
道
管
の
破
損
や
マ
ン
ホ
ー
ル

の
隆
起
な
ど
に
よ
る
下
水
の
滞
留
に

対
応
す
る
た
め
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
設

置
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
で
の
く
み
取
り
、

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
下
水
施
設
の

被
害
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
24
日
現
在
、
避
難
勧
告
の
出

て
い
る
一
部
の
世
帯
を
除
き
市
内
全

域
で
仮
復
旧
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

道
路市

道
の
路
面
陥
没
や
亀
裂
な
ど
の

応
急
復
旧
作
業
を
継
続
し
て
い
ま
す

（
11
月
24
日
現
在
で
被
害
個
所
１
、

５
３
９
カ
所
の
う
ち
９
３
１
カ
所
完

了
）
。
11
月
24
日
現
在
、
主
要
幹
線

▲脱線した上越新幹線の車両

▲屋根が崩れ落ちた建物（六日市町）▲被害の大きかった高町団地

▲男の子が奇跡的に救出され
た一方で２人の尊い命が失わ
れた妙見町の土砂崩れ現場
（写真は東京消防庁撮影）

濁沢町では火災と土砂崩れ
が発生。２人の尊い命が奪わ
れました。

▼

▲コートが崩落した東山テニス場

▲家の地盤が大きく沈下（東片貝町）

▲市内のいたるところで道路に陥没や亀
裂が

▲地震直後に災害対策本部を設置▲被災家屋の屋内
（長倉町）

▲重要文化財の馬高遺跡出土品も破損（科学博
物館）

▲避難所での炊き出し（長岡農業高校）

10
月
23
日
午
後
５
時
56
分
―
激
し
い
揺
れ
が
長
岡
を
襲
っ
た
！

中
越
地
震
で
市
内
各
地
に
深
刻
な
被
害

10
月
23
日
午
後
５
時
56
分
―
激
し
い
揺
れ
が
長
岡
を
襲
っ
た
！

中
越
地
震
で
市
内
各
地
に
深
刻
な
被
害

市
が
行
っ
た
主
な
応
急
対
策
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道
路
１
路
線
（
青
葉
台
１
丁
目
）
の

ほ
か
、
多
く
の
生
活
道
路
で
通
行
止

め
な
ど
の
交
通
規
制
を
し
て
い
ま
す

（
国
道
・
県
道
は
一
般
国
道
３
カ
所
、

主
要
地
方
道
６
カ
所
、
一
般
県
道
７

カ
所
で
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
）

救
助
・
救
急
活
動

地
震
発
生
時
か
ら
10
月
26
日
ま
で

の
救
助
出
動
は
10
件
（
土
砂
崩
れ
・

が
け
崩
れ
現
場
で
の
救
出
４
件
、
緊

急
停
止
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
の
救
出

４
件
、
そ
の
他
２
件
）
で
、
43
人（
死

者
３
人
を
含
む
）
を
救
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
発
生
か
ら
27
日
ま
で

の
救
急
出
動
は
１
日
50
件
以
上
に
上

り
、
24
日
は
１
日
で
１
２
７
件
に
達

し
ま
し
た
。

住
宅
等
の
応
急
対
策

▼
応
急
危
険
度
判
定

余
震
に
よ
る
被
災
建
築
物
の
倒
壊
、

部
材
落
下
な
ど
か
ら
生
じ
る
二
次
災

害
を
防
ぎ
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
「
被
災
建
築
物
応
急
危
険

度
判
定
」
を
10
月
24
日
か
ら
実
施
し

ま
し
た
（
調
査
数
６
、９
８
５
戸
の
う

ち
「
危
険
」
は
１
、２
６
７
戸
）。

▼
被
災
住
宅
相
談
窓
口

10
月
28
日
か
ら
、
被
災
住
宅
の
補

修
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
「
被
災
住

宅
相
談
窓
口
」
を
市
役
所
と
被
害
の

大
き
い
地
区
の
避
難
所
に
開
設
し（
相

談
件
数
２
、４
５
９
件
）、
現
地
へ
の

訪
問
相
談
も
実
施
し
ま
し
た
。

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

長
岡
操
車
場
地
区
な
ど
市
内
７
カ

所
に
計
８
４
０
戸
の
応
急
仮
設
住
宅

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
視
し
、
避
難
者
は

居
住
地
区
ご
と
に
集
団
入
居
し
ま
す
。

仮
設
住
宅
団
地
に
は
地
区
集
会
場
を

設
け
、
操
車
場
地
区
に
は
高
齢
者
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
併
設
し
ま
す
。

ま
た
、
山
古
志
村
の
仮
設
住
宅
が
長

岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

生
活
再
建
支
援

「
被
災
住
宅
等
総
合
相
談
窓
口
」

を
開
設
、
「
生
活
再
建
支
援
に
関
す

る
説
明
会
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
市

独
自
の
支
援
制
度
も
設
け
、
被
災
者

の
生
活
再
建
を
支
援
し
ま
す
（
被
災

者
支
援
制
度
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）。

廃
棄
物
処
理

災
害
ご
み
は
10
月
25
日
か
ら
11
月

14
日
ま
で
毎
日
、
燃
や
す
ご
み
、
燃

や
さ
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
の
３
区

分
で
無
料
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

山
古
志
村
へ
の
支
援

山
古
志
村
民
の
避
難
所
の
開
設（
市

内
８
カ
所
）
と
運
営
、
臨
時
の
役
場

と
な
る
「
山
古
志
村
役
場
長
岡
事
務

所
」
の
市
役
所
幸
町
分
室
へ
の
開
設

を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
古
志

小
・
中
学
校
を
阪
之
上
小
学
校
と
南

中
学
校
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

▲11月６日、天皇皇后両陛下が被災
者のお見舞いに長岡へ（長岡商業高
校で）

▲自衛隊員と子どもたちの交流
今回の震災では、自衛隊から人員・物資輸送、
野外風呂の設置、炊き出し、仮設テントの設営な
どの支援を受けました。

▲多くの励ましの手紙
が全国各地のほか海外
からも届いています。

長引く避難所生活で被災者には次第に疲
労の色も。

▲

▲

生
活
の
再
建
に
向
け
歩
み
出
す

復
興
へ
一
歩
、
ま
た
一
歩

▲仮集積場所に集められた災害ごみ

被害が大きい地区
に保健師が巡回し、
健康状態の聞き取り
と相談を行いました。

生活再建支援に関す
る説明会（石坂小学校）

▲

▲水道の復旧作業（浦瀬町）。ライフ
ラインの復旧に全力で取り組みました。

▲仮設住宅の一部が完成し、11月24日から入居が始まりました
（長岡操車場地区）。

長岡市災害ボランティアセンター
11月24日現在で延べ１万3,159人も
のボランティアのみなさんが全国か
ら駆けつけてくれました。また、国
や県、他自治体からも、約600団体
延べ１万4,000人を超える職員が応
援に来てくれました。

▼

▲被災住宅の補修などの相談に多く
の市民のみなさんが訪れました（市
役所１階市民ホール）

▲10月26日、小泉総理大臣が被災地を視察。森市長は被害状
況を説明し、国の支援を要請しました。

11月８日までにすべての小・中学校が再開。４
校がほかの学校校舎を借りての再開となりました
（前川小学校での太田小学校の授業）。▲11月24日現在で、２億3,000万円を超える

義援金が全国から市に寄せられています。

▲
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被災者のみなさんへの生活関連情報 被災者のみなさんへの支援制度等のお知らせ

●
り
災
証
明
書
の
発
行

り
災
証
明
書
と
は
、
地
震
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
家
屋
に
つ

い
て
、
被
害
の
程
度
を
「
全
壊
」

「
半
壊
」
「
一
部
損
壊
」
で
判

定
し
、
証
明
す
る
も
の
で
す
。

地
震
の
被
害
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
各
種
手
続
き
を
行
う

際
に
被
害
状
況
を
証
明
し
た
も

の
を
求
め
ら
れ
た
と
き
必
要
と

な
る
証
明
書
で
す
。

主
な
例
＝
融
資
（
住
宅
金
融
公

庫
、
商
工
融
資
な
ど
）
を
受
け

る
場
合
、
地
震
保
険
の
支
払
い

（
共
済
な
ど
）
を
請
求
す
る
場

合
、
職
場
（
休
暇
申
請
、
見
舞

金
の
支
給
な
ど
）
や
大
学
（
授

業
料
の
減
免
な
ど
）
に
提
出
す

る
場
合
　
発
行
場
所
・
問
い
合

わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39
・
２
２

１
３
（
市
役
所
２
階
）

手
数

料
＝
無
料
（
何
枚
で
も
発
行
可
。

申
請
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

申
請
方
法
＝
資
産
税
課
に
あ
る

証
明
書
に
必
要
事
項
を
記
入（
申

請
者
が
個
人
の
場
合
は
本
人
ま

た
は
同
居
の
家
族
の
認
印
、
申

請
者
が
法
人
の
場
合
は
法
人
の

代
表
者
印
ま
た
は
代
表
者
の
認

印
が
必
要
）

り
災
証
明
書
と
被
災
証
明
書

は
異
な
り
ま
す
。
り
災
証
明
書

は
家
屋
の
被
害
の
状
況
を
証
明

す
る
も
の
で
、
被
災
証
明
書
は

地
震
災
害
を
受
け
た
事
実
だ
け

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

被
災
証
明
書
も
資
産
税
課
で

発
行
し
て
い
ま
す
（
手
数
料
や

申
請
方
法
な
ど
は
、
り
災
証
明

書
と
同
じ
）。

●
税
務
関
係
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
説
明
・
相
談
会

被
災
し
た
み
な
さ
ん
を
対
象

に
し
た
、
申
告
な
ど
の
期
限
延

長
、
納
税
の
猶
予
、
税
（
所
得

税
、
個
人
事
業
税
、
固
定
資
産

税
な
ど
）
の
減
免
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
・
相
談
会
で
す
。

給
与
所
得
者
が
減
免
措
置
を

受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
＝
12
月
21
日
c
・
22
日
d

①
午
前
９
時
30
分
か
ら
②
午
前

10
時
30
分
か
ら
③
午
後
１
時
か

ら
④
午
後
２
時
か
ら
　
会
場
＝

新
産
管
理
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
（
新
産
２
）

相
談
員
＝
関

東
信
越
国
税
局
税
務
相
談
室
、

長
岡
税
務
署
、
県
長
岡
地
域
振

興
局
県
税
部
、
長
岡
市
、
関
東

信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部
の
担

当
者
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
税

務
署
1
35
・
２
０
７
０

●
運
転
免
許
証
な
ど
の

有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
る
災

害
が
「
特
定
非
常
災
害
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
地
域

の
人
た
ち
を
対
象
に
、
自
動
車

運
転
免
許
証
な
ど
の
有
効
期
限

が
最
大
で
平
成
17
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
長
岡
市
を
は
じ
め
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村

に
お
住
ま
い
の
人
、
事
業
所
を

有
す
る
人
な
ど
　
許
認
可
な
ど

の
有
効
期
限
が
延
長
さ
れ
る
主

な
例
＝
運
転
免
許
証
、
精
神
障

害
者
福
祉
保
健
手
帳
、
身
体
障

害
者
・
知
的
障
害
者
・
心
身
障

害
児
の
支
援
費
支
給
、
飲
食
店

営
業
等
の
許
可
（
平
成
16
年
10

月
23
日
以
降
に
有
効
期
限
が
切

れ
る
も
の
が
対
象
）

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

「
緊
急
採
用
制
度
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

住
宅
や
勤
務
先
が
被
災
し
た

世
帯
の
生
徒
、
学
生
を
対
象
に

高
校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学

校
の
奨
学
生
の
緊
急
採
用
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
在
学
中
の
学
校

の
奨
学
金
担
当
ま
た
は
奨
学
事

業
相
談
セ
ン
タ
ー
1
０
５
７
０

・
０
３
・
７
２
４
０
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）

●
義
援
金
の
受
け
付
け

受
付
期
間
＝
平
成
17
年
１
月
24

日
b
ま
で
　
問
い
合
わ
せ
＝
会

計
課
1
39
・
２
２
３
７

☆
銀
行
振
込

口
座
名
義
＝
長
岡
市
中
越
地
震

災
害
義
援
金
　
振
込
先
銀
行
・

口
座
番
号
＝
北
越
銀
行
長
岡
市

役
所
支
店
…
普
通
預
金
１
１
８

５
３
４
、
大
光
銀
行
本
店
営
業

部
…
普
通
預
金
２
１
８
４
４
７

６
、
長
岡
信
用
金
庫
本
店
営
業

部
…
普
通
預
金
１
０
７
０
４
９

２
（
こ
れ
ら
金
融
機
関
の
本
・

支
店
の
窓
口
で
振
り
込
み
の
場

合
、
手
数
料
無
料
）

☆
郵
便
振
替

口
座
名
義
＝
長
岡
市
中
越
地
震

災
害
義
援
金
　
口
座
番
号
＝
０

０
５
０
０
―

４
―

１
５
５
（
窓

口
で
振
り
込
み
の
場
合
は
手
数

料
無
料
）

☆
現
金
書
留

送
金
先
＝
長
岡
市
災
害
対
策
本

部
（
〒
９
４
０
―

８
５
０
１
幸

町
２
の
１
の
１
長
岡
市
役
所
内
）

☆
新
潟
県
弁
護
士
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

・
電
話
相
談
窓
口
（
1
0
2
5

・
2
2
8
・
8
9
1
1
）

時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時
（
毎

日
）

・
面
接
相
談
（
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
）

日
時
＝
毎
週
日
曜
日
（
当
分
の

間
）
午
後
１
時
〜
４
時
　
場
所

＝
市
役
所
６
階
６
０
２
会
議
室

面
談
者
＝
弁
護
士
３
人
程
度

☆
ペ
ッ
ト
の
飼
育
・
健
康
相
談

犬
や
猫
な
ど
飼
育
で
お
困
り

の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
中
越
動
物
保
護

管
理
セ
ン
タ
ー
1
34
・
１
４
１

６
、
県
長
岡
地
域
振
興
局
生
活

衛
生
課
1
33
・
４
９
３
６

仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
人
を

対
象
に
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
を
補
助
し
ま
す
（
問
い
合
わ

せ
＝
捨
猫
防
止
会
・
青
木
さ
ん

1
37
・
６
１
３
９
）

☆
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
新
潟
県
・
新
潟
県
臨
床

心
理
士
会
）
1
0
1
2
0
・

9
1
3
・
6
0
0

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

10
時
（
毎
日
）

☆
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
で
の

契
約
は
、
多
く
の
場
合
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
り
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
事
業
所
は

解
約
で
き
な
い
場
合
あ
り
）。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
1
32
・
０
０
２
２

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

・
平
日
）
、
新
潟
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
1
０
２
５
・
２
８
１

・
５
５
１
５
（
午
前
９
時
〜
午

後
10
時
・
毎
日
）

各
局
の
窓
口
で
「
義
援
金
」

と
申
し
出
る
と
送
金
料
無
料
。

●
歴
史
資
料
の
散
逸
防
止
の

お
願
い

古
文
書
や
掛
軸
、
写
真
、
手

紙
な
ど
は
貴
重
な
歴
史
資
料
で

す
。
安
易
に
廃
棄
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
取
り
扱
い
に

お
困
り
の
人
や
相
談
を
希
望
す

る
人
は
文
書
資
料
室
1
36
・
７

８
３
２
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
な
相
談
窓
口

詳細は11月下旬にお配りした市政だより号外「中越地震被災者支援制度等のお知らせ」をご覧ください（長
岡市ホームページhttp://www.city.nagaoka.niigata.jpでもご覧いただけます）。

中越地震に負けずにがんばろう！

地震で住宅に半壊以上の被害を受けた世帯が、生活必需品の購入や被
災住宅の解体・補修等を行う際にかかる経費を支援金として支給しま
す（物品の購入等を証明する書類を保管しておいてください）。 
住宅が半壊以上の被害を受けた世帯には「被害認定通知書」と一緒に
お知らせ文書を送付します。 

被災者生活再建支援
金制度 

支援制度名 内　　　　　容 問い合わせ 

地震で住宅に半壊以上の被害を受けた世帯が、住宅の修繕や解体を行
う際に修繕・解体に伴って出る廃棄物の収集・運搬・処分を市が無料
で行います。 
住宅が半壊以上の被害を受けた世帯には「被害認定通知書」と一緒に
お知らせ文書を送付します。 

被災住宅の解体廃棄
物の処分 

10月23日以降に納期限が到来する市税の納期限を延長します。また、
地震で一定以上の被害を受けた人に対して、納期がきていない分の市
税を被害の割合に応じて減免します。延長する期間や減免手続きの方
法等は、決定次第、別途お知らせします。 
国税と県税には申告・納付の期限の延長や税の特例措置等があります。 

市税や国・県税の納
期限の延長と減免 

10・11月分の使用料の納期限を来年１月５日に延長します。なお、11
月に予定していた水道メーターの検針は中止しました。10・11月分の
使用水量は前年同期の水量で推定し、１月上旬の検針で精算します。 
地震で給水管（引込管）が破損して漏水が発生し、修理を行った上下
水道使用者に対して、水道料金･下水道使用料を減免します。 

水道料金・下水道使
用料の納期限の延長
と減免 

11月30日が納期限だった国民健康保険料、介護保険料、保育料、へき
地保育園使用料、下水道受益者負担金の納期限を12月28日に延長しま
す（11月30日に予定していた口座振替も12月28日に延期します）。 
地震で一定以上の被害を受けた人に対して、国民健康保険料、介護保
険料、保育料、へき地保育園使用料、介護保険サービス利用料を被害
の割合に応じて減免します。 

国民年金保険料には全額または半額が免除される制度があります。 

市が徴収する保険料、
保育料、各種使用料、
受益者負担金等の納
期限の延長と減免 

国民年金保険料の免除 

①災害援護資金 
　地震で世帯主が負傷した世帯や家財・住居に被害を受けた世帯に対 
　して、生活の立て直しに必要な資金を貸し付けます。 
②被災住宅復興資金 
　地震で被災した人に対して、住宅の建て替え、リフォーム・修繕お 
　よび代替土地の購入等に必要な資金を貸し付けます。 
③母子寡婦福祉資金 
　地震で被災した母子家庭および寡婦に対して、住宅の補修・購入や 
　引越し等に必要な資金を貸し付けます。 

個人向け融資制度 

地震で住宅が半壊または大規模半壊と認定された人が住宅の応急修理
を行う際に、一定の範囲内でその費用を市が業者に支払います。 
住宅が半壊以上の被害を受けた世帯には「被害認定通知書」と一緒に
お知らせ文書を送付します。 

住宅応急修理制度 

①農地、農林業施設の災害復旧事業費補助事業 
②国庫補助の災害復旧事業実施に伴う測量設計経費補助事業 
③農林業施設の災害応急復旧工事原材料支給および建設機械貸付事業 
④養鯉池の災害復旧事業費補助事業 

農林業施設等の災害
復旧支援策 

地震で、両目の失明や両腕・両足を失うなど重度の障害を負った人に
対して見舞金を支給します。 災害障害見舞金 

①長岡市中小企業災害復旧資金 新潟県中越地震対策特例融資 
②長岡市中小企業経営改善支援特別融資 
③長岡市中小企業制度融資の既往借入金元金の返済猶予 

中小企業向け 
融資制度 

防災課　被災住宅生活再建支
援チーム　　　1３９・２５１５ 

環境施設課　　1２４・２８３８ 

市民税課　　　1３９・２２１２ 
資産税課　　　1３９・２２１３ 
長岡税務署　　1３５・２０７０ 
新潟県長岡地域振興局県税部 
 　　　　　　1３８・２５０４ 

水道局業務課　1３５・１６１８ 
下水道管理課　1３９・２２３５ 

国保医療課　　1３９・２２２０ 
介護保険課　　1３９・２２４５ 
児童福祉課　　1３９・２２１９ 
下水道管理課　1３９・２２３５ 
収納課　　　　1３９・２２１４ 

市民課　　　　1３９・２２５０ 

①防災課　　　1３９・２２０６ 
②建築住宅課　1３９・２２２９ 
③新潟県長岡地域振興局 
 地域福祉課　1３３・４９３７ 

防災課　被災住宅生活再建支
援チーム　　　1３９・２５１５ 

農林振興課　　1３９・２２２３ 

防災課　　　　1３９・２２０６ 

商業振興課　　1３９・２２２８ 
市内取り扱い金融機関 



科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
昆
虫
お
も
し
ろ
教
室

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
オ
サ
ム
シ

な
ど
の
冬
越
し
を
観
察
し
、
巨

大
昆
虫
の
標
本
を
使
っ
て
興
味

深
い
昆
虫
の
世
界
の
話
を
し
ま

す
。
も
し
、
標
本
や
飼
育
昆
虫

が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
み
ん
な
で
飼
育
方
法

や
そ
の
昆
虫
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
ょ
う
。
直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
12
月
26
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分
（
雨
天
の
場

合
は
活
動
内
容
を
変
更
し
て
実

施
）

集
合
＝
科
学
博
物
館
前

対
象
＝
小
学
生
か
ら
一
般
　
持

ち
物
＝
筆
記
用
具
、
採
集
・
観

察
用
具
（
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
）
、

雨
具
、
昼
食
　
参
加
料
＝
50
円
　

●2
地
盤
の
液
状
化
現
象
の

解
説
と
実
験
（
無
料
）

10
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
で

は
、
各
地
で
地
盤
が
液
状
化
し

て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
地
盤
の
液
状
化
現
象

に
つ
い
て
、
簡
単
な
実
験
装
置

を
作
っ
て
解
説
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
23
日
-
①
午
前
10

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

（
①
と
②
の
内
容
は
同
じ
）

集
合
＝
科
学
博
物
館
前
　
持
ち

物
＝
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
サ

イ
ズ
の
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

申
し
込
み
＝
12
月
21
日
c
ま
で
　

★
中
止
の
催
し

●

野
外
博
物
館
野
鳥
コ
ー
ス

日
時
＝
12
月
11
日
g

●

野
外
博
物
館
植
物
コ
ー
ス

日
時
＝
12
月
11
日
g

野
外
博
物
館
積
雪
コ
ー
ス
は

１
月
下
旬
か
ら
開
始
し
ま
す
。

公
園
緑
地
課
1
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●
花
と
緑
の
教
室

「
冬
の
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

の
楽
し
み
方
」

透
明
な
ガ
ラ
ス
の
容
器
の
中

に
植
物
を
植
え
つ
け
て
、
イ
ン

テ
リ
ア
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
１
月
15
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム

２
階
　
講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花

推
進
指
導
員
　
定
員
＝
30
人（
先

着
）

持
ち
物
＝
さ
い
ば
し
・

は
さ
み
・
ス
プ
ー
ン
・
筆
記
用

具
　
参
加
料
＝
３
、５
０
０
円

申
し
込
み
＝
12
月
15
日
d
〜
１

月
７
日
f

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

す
べ
て
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

●1
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
12
月
８
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
１
　
内
容
＝
ク
ェ

ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク
著
作
の

作
品

●2
映
画
会

日
時
・
内
容
＝
①
12
月
14
日
c

午
後
２
時
〜
３
時
20
分
「
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
」（
’36
年
イ
ギ
リ
ス
）

②
12
月
18
日
g
午
後
２
時
〜
５

時
25
分
「
ド
ク
ト
ル
ジ
バ
ゴ
」

（
’65
年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝

中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
１

９
０
人
（
先
着
）

●3
読
者
の
つ
ど
い

（
読
書
会
）

日
時
＝
12
月
24
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
熊
谷
達

也
著
「
邂
逅
の
森
」

会
場
・

問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫
1
35

・
７
９
８
１

●4
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
互
尊
文
庫
1
35
・

7
9
8
1

会
場
＝
北
地
域
図
書
館
1
22
・

7
1
0
0

会
場
＝
大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
和
室
１
　
問
い
合
わ
せ

＝
西
地
域
図
書
館
1
27
・
4
9

0
0

会
場
＝
南
地
域
図
書
館
1
30
・

3
5
0
1

会
場
＝
中
央
図
書
館

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

会
場
は
、
す
べ
て
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●1
も
う
す
ぐ
冬
休
み

出
せ
世
界
記
録
！

子
ど
も
4
種
競
技
記
録
会

日
時
＝
12
月
23
日
-
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
対
象
と
定
員
＝
小

学
１
〜
３
年
生
の
部
…
15
人
、

小
学
４
〜
６
年
生
の
部
…
15
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

種
目
＝
ト
ラ
ン
プ
の
「
早
出
し
」

を
４
種
目
　
表
彰
＝
総
合
１
位

に
世
界
記
録
証
、
上
位
に
賞
状

申
し
込
み
＝
12
月
16
日
e
ま
で

●2
新
春
に
回
せ
世
界
記
録
！

子
ど
も
こ
ま
回
し
記
録
会

日
時
＝
１
月

８
日
g
午
前

９
時
30
分
か

ら
　
対
象
と

定
員
＝
小
学

１
〜
３
年
の

部
…
15
人
、

小
学
４
〜
６
年
生
の
部
…
15
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

種
目
＝
手
回
し
こ
ま
４
個
と
ひ

も
付
き
こ
ま
３
個
の
７
個
の
こ

ま
回
し
（
そ
の
合
計
時
間
の
長

さ
を
競
い
ま
す
）

表
彰
＝
１

位
に
世
界
記
録
証
、
上
位
に
順

位
賞
　
申
し
込
み
＝
12
月
23
日

-
ま
で

こ
ま
回
し
練
習
会
を
12
月
23

日
-
午
後
２
時
〜
３
時
に
開
催

し
ま
す
（
参
加
自
由
）。

●3
冬
休
み
毛
糸
指
編
み
教
室

日
時
＝
12
月
25
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
対
象
＝
小
学
３

年
生
以
上
　
内
容
＝
マ
フ
ラ
ー

材
料
費
＝
７
０
０
円
（
は
さ
み

持
参
）

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
12
月
18
日
g
ま
で

●4
初
め
て
の
囲
碁
教
室
（
無
料
）

初
心
者
向
け
の
囲
碁
入
門
で

す
。

日
時
＝
１
月
９
日
〜
２
月
27
日

の
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
計
８
回
）

対
象
＝

小
学
１
年
生
以
上
　
定
員
＝
20

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
12

月
25
日
g
ま
で

●5
新
春
子
ど
も
将
棋
大
会

（
無
料
）

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法

を
決
定
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
15
日
g
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
部
門
＝
一
般
の
部

（
小
学
１
年
〜
３
年
生
の
部
、

小
学
４
年
〜
６
年
生
の
部
）
女

流
の
部
（
小
学
１
年
〜
６
年
生
。

少
人
数
の
場
合
は
一
般
の
部
）

申
し
込
み
＝
１
月
９
日
a
ま
で

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

1
37
・
6
0
6
7

●1
パ
ソ
コ
ン
講
座

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
地
域
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象

と
し
た
講
座
で
す
。

コ
ー
ス
と
期
日

（
各
講
座
と
も
計
４
回
）

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
①
⑤
…
長
岡
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ
（
殿
町

１
）
②
信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
（
小
千
谷
市
上
ノ
山
４
）、

③
④
…
愛
誠
ピ
ー
シ
ー
コ
ー
チ

ン
グ
（
千
歳
３
）

定
員
＝
①

②
⑤
…
30
人
③
④
…
20
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料
＝

各
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

１
月
24
日
b
必
着
で
住
所
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
郵
便
番
号
、

電
話
番
号
（
昼
間
連
絡
の
つ
く

も
の
）
、
活
動
団
体
名
、
活
動

内
容
、
希
望
講
座
名
を
記
入
し
、

郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９

４
０
―

０
０
８
４
幸
町
２
の
１

の
１
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

内
長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
FAX
37
・
６
０

６
８
へ

●2
圏
民
ふ
れ
あ
い
事
業

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
Ⅹ

今
年
度
、
２

回
目
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
す
。
お

食
事
、
ド
リ
ン

ク
、
素
敵
な
ス

イ
ー
ツ
で
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
１
月
29
日
g
午
後
７
時

〜
９
時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
対
象
と
定
員

＝
男
性
…
長
岡
圏
域
内
在
住
の

25
歳
以
上
の
独
身
40
人
（
１
月

21
日
f
午
後
７
時
30
分
か
ら
市

立
劇
場
で
開
催
す
る
事
前
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き

る
人
）
、
女
性
…
20
歳
以
上
の

独
身
40
人
　
参
加
料
＝
男
性
５
、

０
０
０
円
、
女
性
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
12
月
26
日
a
ま
で

に
（
必
着
）
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
相
手
に
望
む

こ
と
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
た

紙
と
、
返
信
用
封
筒
（
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
90
円
切
手
を

は
っ
た
定
型
長
３
ま
た
は
長
13

の
も
の
）
を
同
封
し
て
、
〒
９

４
０
―

０
０
８
４
幸
町
２
の
１

の
１
長
岡
市
役
所
幸
町
分
室
２

階
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w
.kouiki.na

gaoka.niigata.jp

か
ら
も
申
し

込
み
可
）

長岡市ホームページアドレス
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開
館
時
間
は
当
分
の
間
、
次

の
通
り
で
す
。

平
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
　
土
・
日
・
祝
日
＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

〜
プ
ロ
に
学
ぶ
〜
誰
で
も

で
き
る
大
掃
除
教
室

日
時
＝
12
月
16
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
２
０
２

会
議
室
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

講
師
＝
山
下
登
史
和
さ
ん
（
ダ

ス
キ
ン
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

申
し
込
み
＝
電
話
で

平
成
17
年
家
計
簿
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

●1
米
百
俵
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

（
入
場
無
料
）

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
ホ
セ
・
ル

イ
ス
さ
ん
に
よ
る
演
劇
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
27
日
b
午
後
６
時

〜
７
時
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

●2
「
ま
ち
の
駅
」

長
岡
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

全
国
の
「
ま
ち
の
駅
」
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
心
伝
わ
る
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
＝
12
月
10
日
f
〜
23
日
-

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

●3
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介

期
間
＝
12
月
27
日
b
ま
で
　
会

場
＝
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
ぎ
た
あ
・
吉
他
・guitar

（
無
料
）

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ギ

タ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
発
表
し
ま

す
。

曲
目
＝
２
つ
の
ギ
タ
ー
、
ク
ラ

ベ
リ
ー
ト
ス
、
イ
タ
リ
ア
舞
曲
、

バ
ラ
ー
ド
、
ル
パ
ン
三
世
の
テ

ー
マ
ほ
か
　
日
時
＝
12
月
５
日

a
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会

場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

震
災
復
興

応
援
イ
ベ
ン
ト

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

そ
の
他
の
催
し

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
1
39
・
2
7
6
3

安
心
で
快

適
な
ゲ
レ
ン

デ
や
雪
遊
び

広
場
で
家
族

そ
ろ
っ
て
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

天
候
が
悪
い
日
で
も
屋
内
施

設
で
遊
べ
ま
す
。

日
時
＝
１
月
２
日
a
〜
２
月
27

日
a
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
　
料
金
＝
入
園
料
・
駐

車
料
・
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
使
用
料

無
料
　
内
容
＝
ソ
リ
ゲ
レ
ン
デ

（
１
５
０
ｍ
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
あ

り
）
、
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
（
３

０
０
ｍ
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
あ
り
）、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ゲ
レ
ン
デ
、
雪

遊
び
広
場
、
屋
内
遊
具
（
ふ
わ

ふ
わ
遊
具
）
な
ど

ロ
ー
プ
リ
フ
ト
は
積
雪
の
十

分
に
あ
る
土
・
日
・
祝
日
に
運

行
し
ま
す
（
積
雪
状
況
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

雪
と
氷
の
お
も
し
ろ
実
験

（
無
料
）

シ
ャ
ボ
ン
膜

に
つ
く
る
氷
の

結
晶
、
南
極
氷

の
観
察
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ダ
ス

ト
づ
く
り
な
ど
の
実
験
を
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
に
は
、
雪

の
結
晶
の
形
を
し
た
氷
を
差
し

上
げ
ま
す
（
保
冷
容
器
と
保
冷

剤
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

日
時
＝
①
12
月
24
日
f
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
②
12
月
25

g
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
①
と
②
の
内
容
は
同
じ
）

集
合
＝
科
学
博
物
館
前
　
申
し

込
み
＝
12
月
21
日
c
ま
で

国
営
越
後
丘
陵
公
園

ホ
ワ
イ
ト
シ
ー
ズ
ン

が
は
じ
ま
り
ま
す
！

期
日 

12/12 
a

時
間 

内
　
容 

14:00 
～ 

お
は
な
し
き
か
せ

て
　
ク
リ
ス
マ
ス

ス
ペ
シ
ャ
ル 

期
日 

12/19 
a

時
間 

内
　
容 

14:00 
～ 

お
は
な
し
ぽ
ん
っ 

！
　
ク
リ
ス
マ
ス

ス
ペ
シ
ャ
ル 

期
日 

12/18 
g

時
間 

内
　
容 

15:30 
～ 

お
は
な
し
„
ピ
ッ

ピ
“
ク
リ
ス
マ
ス

☆
ス
ペ
シ
ャ
ル 

19 
a

15:00 
～ 

み
に
み
に
上
映
会 

期
日 

12/23 
-

時
間 

内
　
容 

チ
ビ
ッ
コ
タ
イ
ム

ク
リ
ス
マ
ス
☆
ス

ペ
シ
ャ
ル
（
未
就

学
児
向
け
） 

10:30 
～ 
11:00

チ
ビ
ッ
コ
タ
イ
ム

ク
リ
ス
マ
ス
☆
ス

ペ
シ
ャ
ル
（
小
学

生
向
け
） 

15:00 
～ 
16:00

コ
ー
ス 

期
日 

1
月
　
日
〜

2
月
 
日
の

月
・
木
曜
日 

①
W
o
r
d
長
岡
 

3
月
14
日
b

〜
17
日
e

（
4
日
連
続
） 

②
W
o
r
d
 

　
小
千
谷
 

2
月
1
日
〜

9
日
の
火
・

水
曜
日 

③
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
 

2
月
15
日
〜

23
日
の
火
・

水
曜
日 

④
W
o
r
d
・
 

　
E
x
c
e
l

2
月
14
日
〜

25
日
の
月
・

金
曜
日 

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

3110

期
日 

12/22 
d

時
間 

内
　
容 

16:00 
～ 

お
は
な
し
☆
お
は

な
し
　
ク
リ
ス
マ

ス
ス
ペ
シ
ャ
ル 

か
い
こ
う

▲応援メッセージ



●1
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
リ
ッ
ク
・

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
4

日
時
＝
12
月
26
日
a
午
後
１
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

●2
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
リ
ッ
ク

弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

w
ith
SAW

A
Q
UARTET

日
時
＝
１
月
９
日
a
午
後
２
時

か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

●3
春
を
告
げ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の

調
べ
〜
バ
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を

集
め
て
〜

日
時
＝
１
月
23
日
a
午
後
３
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
出

演
＝
朝
岡
聡
さ
ん
ほ
か
　
料
金

＝
全
席
指
定
３
、０
０
０
円
（
当

日
５
０
０
円
増
）

青
少
年
招

待
＝
60
人
（
申
し
込
み
は
12
月

23
日
-
必
着
で
）

●4
野
村
万
作
狂
言
会

今
年
、
芸
歴
70
周
年
を
迎
え

た
野
村
万
作
さ
ん
と
そ
の
一
門

で
お
お
く
り
し
ま
す
。

初
め
て
ご
覧
い
た
だ
く
人
に

も
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
２
つ

の
演
目
を
通
じ
て
、
狂
言
の
和

楽
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
２
月
18
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
全
席
指

定
＝
３
、０
０
０
円
（
当
日
５
０

０
円
増
）

演
目
＝
解
説
…
石

田
幸
雄
さ
ん
、
「
仏
師
」
野
村

万
之
介
さ
ん
、
高
野
和
憲
さ
ん
、

「
二
人
袴
」
野
村
万
作
さ
ん
、

石
田
幸
雄
さ
ん
、
高
野
和
憲
さ

ん
、
竹
山
悠
樹
さ
ん
　
青
少
年

招
待
＝
10
人
（
申
し
込
み
は
１

月
18
日
c
必
着
で
）

●5
市
民
企
画
公
募
型
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

体
験
し
よ
う
！

●

親
と
子
ど
も
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア

ッ
テ
ナ
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
「
テ

レ
ビ
絵
本
」
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の

楽
し
く
て
、
お
も
し
ろ
く
て
、

ち
ょ
っ
と
泣
け
る
ネ
コ
の
友
情

物
語
で
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
出
演
＝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
･
イ
ッ
ツ
フ
ォ
ー

リ
ー
ズ
　
場
所
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
全
席
自
由

＝
大
人
２
、５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
、５
０
０
円
（
当
日
各
５

０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売

日
＝
12
月
４
日
g

●

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
３
月
６
日
a
か
ら
（
計

３
回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
･
第
１
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ア

タ
ー
　
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜

中
学
生
　
定
員
＝
30
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

料
金
＝
２
、０

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

講

師
＝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ

ー
･
イ
ッ
ツ
フ
ォ
ー
リ
ー
ズ

申
し
込
み
＝
12
月
４
日
g
〜
２

月
５
日
g
に
所
定
の
申
込
用
紙

で●6
リ
リ
ッ
ク
演
劇
ス
ク
ー
ル

リ
リ
ッ
ク
舞
台
技
術
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
１
月
22
日
g
か
ら
（
全

４
回
）

講
師
＝
照
明
・
菅
原

良
広
さ
ん
、
音
響
・
小
池
俊
幸

さ
ん
（
新
潟
照
明
技
研
株
式
会

社
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー
　
対
象
＝
高
校

生
以
上
で
す
べ
て
参
加
で
き
る

人
　
定
員
＝
20
人
（
多
数
の
場

合
選
考
）

受
講
料
＝
２
、５
０

０
円
（
保
険
料
含
む
）

申
し

込
み
＝
12
月
25
日
g
ま
で

●7
リ
リ
ッ
ク
演
劇
ス
ク
ー
ル

リ
リ
ッ
ク
俳
優
養
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
２
月
12
日
g
か
ら
（
全

11
回
）

最
終
日
発
表
公
演
＝

３
月
21
日
0

講
師
＝
演
出
家

・
劇
団
文
学
座
所
属
・
西
川
信

廣
さ
ん
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
な
ど
　
対
象
＝
18
歳
以
上

（
高
校
生
不
可
）
で
、
稽
古
と

発
表
会
に
参
加
で
き
る
人
　
定

員
＝
20
人
程
度
（
選
考
あ
り
）

受
講
料
＝
１
０
、５
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

申
し
込
み
＝
１

月
10
日
-
ま
で

次
の
公
演
を
中
止
し
ま
す
。
チ
ケ

ッ
ト
払
い
戻
し
方
法
（
12
月
12
日
a

ま
で
）
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●

仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ

タ
ル
〜
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

（
12
月
３
日
）

●

吉
本
新
喜
劇
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
シ
ョ
ー
2
0
0
4

（
12
月
５
日
）

●

第
3
回
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
コ

ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
12
月
19
日
）

●

東
儀
秀
樹
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
0
5
（
１
月
30
日
）

国
際
文
化
課
1
39
・
2
2
0
7

●
カ
ウ
タ
ウ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
の
文
化
や
歴
史
を
肌
で
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日
＝
２
月
24
日
e
〜
３
月
１

日
c
（
大
会
は
２
月
26
日
g
）

種
目
＝
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
d
、
５
d

費
用
＝
15
万
円
程
度
　
申
し
込

み
＝
１
月
14
日
f
ま
で
に
7
長

岡
市
国
際
交
流
協
会
（
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」
内
）

1
39
・
２
７
１
４
へ

健
康
課
　

1
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
寝
た
き
り
の
人
の
結
核
検
診

後
日
、
容
器
を
送
り
ま
す
の

で
、
提
出
日
の
朝
に
採
た
ん
し
、

指
定
の
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
寝
た
き
り
や
歩
行
困
難

で
集
団
で
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
診
で
き
な
い
人
　
提

出
日
＝
１
月
12
日
d
午
前
中

提
出
場
所
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
県
長
岡
地
域
振
興
局
（
長

岡
保
健
所
）

料
金
＝
無
料

申
し
込
み
＝
12
月
24
日
f
ま
で

●2
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）（
無
料
）

10
月
26
日
に
予
定
し
て
い
た

結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
延
期
し

ま
し
た
。

受
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
、

記
入
し
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
12
月
17
日
f
午
前
９
時

15
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー

●3
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

心
の
健
康
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
等
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●4
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
痴
ほ
う
予
防
な
ど
理
学

療
法
士
・
保
健
師
等
が
個
別
相

談
に
応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
12
月
16
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
機
能

訓
練
室
　
定
員
＝
３
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健
康
課

●5
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

不
妊
治
療
を
行
う
夫
婦
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
潟
県
と
長
岡
市
で
特
定
不
妊

治
療
費
（
体
外
受
精
又
は
顕
微

授
精
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
の

前
年
分
の
所
得
の
合
計
が
６
５

０
万
円
以
上
の
人
は
健
康
課
へ
、

６
５
０
万
円
未
満
の
人
は
県
長

岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境

部
地
域
保
健
課
1
33
・
４
９
３

１
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

13 12

●
（財）
長
岡
市
米
百
俵
財
団

奨
学
生
募
集

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
人
①
健
康

か
つ
学
力
優
秀
で
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
②
平

成
16
年
３
月
末
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
市
内
に
住
む
世
帯
の
人

③
平
成
17
年
４
月
に
大
学（
短
大
、

夜
間
部
、
通
信
教
育
部
、
大
学

院
は
除
く
）
へ
入
学
す
る
人
④

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

人
　
募
集
人
数
＝
20
人
程
度（
一

次
、
二
次
募
集
あ
わ
せ
て
）

申
し
込
み
＝
①
一
次
募
集
…
12

月
１
日
d
〜
平
成
17
年
１
月
21

日
f
②
二
次
募
集
…
平
成
17
年

３
月
１
日
c
〜
18
日
f
に
在
学

・
出
身
高
校
ま
た
は
高
専
へ
申

込
書
を
提
出
（
申
込
書
は
学
校

に
あ
り
ま
す
）

採
用
の
決
定

時
期
＝
①
一
時
募
集
…
平
成
17

年
３
月
上
旬
②
二
次
募
集
…
平

成
17
年
４
月
下
旬
　
貸
付
額（
月

額
）＝
自
宅
通
学
３
０
、０
０
０
円

自
宅
外
通
学
４
０
、０
０
０
円

利
息
＝
無
利
子
　
貸
付
期
間
＝

平
成
17
年
４
月
か
ら
在
学
す
る

大
学
の
最
短
修
学
年
限
の
卒
業

期
ま
で
　
返
還
方
法
＝
貸
付
期

間
終
了
後
１
年
据
え
置
き
、
そ

の
後
10
年
以
内
に
年
賦
か
半
年

賦
で
返
還
　
問
い
合
わ
せ
＝
庶

務
課
内
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団

事
務
局
1
39
・
２
２
０
３

期
日 

定
員 

担
　
当 

1/12 
d

12/22 
d

内
　
容 

食
事
や
健

康
に
関
す

る
こ
と 

4
人 

栄
養
士 

保
健
師 

心
の
健
康 

保
健
師 

精
神
保
健
福

祉
相
談
員 

3
人 

（財）
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
1
29
・
7
7
1
5

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
や
整
理
券
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学
４
年
生
〜
高
校
生
で
す
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

中越地震に負けずにがんばろう！

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.11.１（前月比）

192,322人 94,392人 97,930人 67,821世帯
（＋39） （＋49）（＋17）（＋22）

BSNラジオ（１０６２KHz）「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

FMながおか（７６.４MHz）「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日の午前７時45分ころから７分間、午後５時15分
ころから７分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分ころから３分間

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」の申し込みができます。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

12月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用

ください。
（1）休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 5 時30分 

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 3 時30分 

休日急患歯科診療所 
1 33・9644

内科（小児科） 
外科 

歯科 

診療科目 受　付　時　間 
休 日急 患 診 療 所  

1 35・8255 
FAX35・8266

（1 33・3111） 
（1 28・3600） 
（1 35・3700） 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

立 川 綜 合 病 院  
長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 

（1 35・3700） 
（1 33・3111） 
（1 28・3600） 

 5 日a・23日- 
12日a・26日a
19日a　　　　 

長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
長岡赤十字病院 

12月31日～1月3日の急患診療体制
（1）内科（小児科）・外科は、休日急患診療所135・82
55（西千手２の５の１健康センター内）へ

（2）歯科は、休日歯科診療所133・9644（西千手２の５
の１健康センター内）へ

（3）産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所135・8255へ

（4）夜間の当番病院

受　付　時　間 期　日 

  1 /  1 -  ～ 3 b

12/31f
午前10時～11時30分 
午後 1 時～ 2 時30分 

午後 1 時～ 4 時30分 

受　付　時　間 期　日 

12/31f～  1 /  3 b 午前10時～11時30分 
午後 1 時～ 2 時30分 

（1 28・3600） 
（1 33・3111） 
（1 28・3600） 
（1 35・3700） 

12/31f
  1 / 1 - 
  1 / 2 a 
  1 / 3 b

長 岡 赤 十 字 病 院  
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  

日時＝１月４日c午前11時30分から
会場＝ハイブ長岡大ホール
会費＝500円
申し込み＝12月17日fまでに会費を添えて秘書広報

課秘書係139・2200または長岡商工会議
所１階受付132・4500へ

新年賀詞交換会



●
第
2
回
青
少
年
海
外
体
験

ド
イ
ツ
訪
問
参
加
者
募
集

農
家
民
宿
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
、
ド
イ
ツ
の
青
少
年
と
の

交
流
を
通
し
て
、
幅
広
い
国
際

感
覚
を
養
い
ま
す
。

期
間
＝
３
月
26
日
g
〜
４
月
４

日
b
（
10
日
間
）
訪
問
先
＝
友

好
都
市
ト
リ
ア
ー
市
、
ケ
ン
プ

テ
ン
市
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
　
内

容
＝
農
家
民
宿
（
酪
農
家
な
ど
）

で
の
農
場
体
験
、
地
元
青
少
年

と
の
交
流
、
古
城
見
学
な
ど

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
４

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

定
員
＝
40
人
（
最
少
催
行
人
員

20
人
）

参
加
料
＝
小
・
中
学

生
25
万
円
、
高
校
生
以
上
30
万

円
（
予
定
）

事
前
研
修
会
＝

初
回
は
１
月
19
日
d
午
後
６
時

30
分
か
ら
（
会
場
未
定
。
数
回

実
施
）

申
し
込
み
＝
12
月
13

日
b
〜
１
月
12
日
d
に
、
7
長

岡
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
1

39
・
２
２
０
７
へ

●
小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書

を
お
届
け
し
ま
す

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
の
保
護
者
に
、
入
学

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
保

護
者
に
は
、
小
学
校
を
通
じ
て

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
24
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転

居
し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学

校
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
1

39
・
２
２
３
９
　

●
建
設
工
事
、
物
品
の
納
入
な

ど
の
入
札
参
加
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

長
岡
市
が
発
注
す
る
各
種
の

建
設
工
事
や
物
品
等
の
指
名
競

争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
の
協

議
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
長
岡
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.na

gaoka.niigata.jp

内
の
契
約
検

査
課
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間
＝
12
月
20
日
b
〜
平

成
17
年
２
月
４
日
f

受
付
時

間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
５
時
　
問
い
合
わ
せ
＝

契
約
検
査
課
1
39
・
２
２
１
０

●
国
保
・
介
護
・
国
民
年
金
の

保
険
料
は
所
得
金
額
か
ら
控

除
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

・
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の

際
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
16
年
中
の
１
年
間
（
１
〜

12
月
）
に
納
め
た
保
険
料
の
合

計
で
、
過
去
の
未
払
保
険
料
の

支
払
分
も
含
み
ま
す
。

介
護
保
険
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
た
保
険

料
は
、
徴
収
さ
れ
た
本
人
の
申

告
の
場
合
に
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
家

族
の
保
険
料
や
免
除
期
間
（
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
の

追
納
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替

し
て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に

つ
い
て
１
月
に
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す
（
国
民
年
金
は
除
く
）。

所
得
税
や
市
･
県
民
税
の
申
告

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
民
健
康
保
険

は
国
保
医
療
課
1
39
・
２
２
２

０
、
介
護
保
険
は
介
護
保
険
課

1
39
・
２
２
４
５
、
国
民
年
金

は
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
1
36

・
５
１
４
１

●
12
月
11
日
（土）
〜
31
日
（金）
は

年
末
の
交
通
事
故
防
止

運
動
期
間
で
す

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
未
来
へ
　
と
ど
け
！
　
願
い

の
か
け
は
し
　
交
通
安
全
」

昨
年
を
上
回
る
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
冬
は

積
雪
や
道
路
の
凍
結
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

★
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

●

雪
道
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

●

無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い

●

安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を

守
る

●

迷
惑
駐
車
は
し
な
い

●

飲
酒
運
転
は
し
な
い

●

運
転
中
、
携
帯
電
話
の
禁
止

★
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

●

飛
び
出
し
は
し
な
い

●

車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し

な
い

●

外
出
時
は
明
る
い
服
装
や
反

射
材
を
身
に
つ
け
る

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０

６●
環
境
家
計
簿
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
付
け
ら
れ
ま
す

環
境
家
計
簿
は
、
電
気
使
用

量
や
ご
み
の
量
な
ど
を
記
録
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
や
家

計
の
節
約
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

平
成
17
年
版
環
境
家
計
簿
を

12
月
15
日
d
か
ら
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
付
き
家

計
簿
（
冊
子
）
も
同
日
か
ら
希

望
者
に
配
付
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
組
み
の
優
れ
た
ご
家
庭

15 14

に
は
、
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
認

定
証
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
1

24
・
０
５
２
８

●
日
赤
社
費
募
集
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
16
年
度
の
社
費
募
集
総

額
は
、
２
、０
０
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
新
規
ご
加
入

と
、
協
賛
委
員
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

社
費
は
、
国
内
外
へ
の
災
害

救
助
活
動
や
救
援
物
資
交
付
、

災
害
死
亡
者
弔
慰
金
、
救
急
法

の
講
習
会
な
ど
、
長
岡
市
地
区

を
は
じ
め
国
際
赤
十
字
事
業
を

行
う
活
動
資
金
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
内

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
長

岡
市
地
区
事
務
局
1
39
・
２
２

１
７

●
所
得
の
少
な
い
世
帯
に

除
雪
費
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
、
母
子
、
障
害
者
世

帯
等
で
、
除
雪
を
す
る
労
力
が

な
く
、
所
得
が
一
定
の
基
準
に

満
た
な
い
世
帯
に
対
し
、
除
雪

費
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

同
居
・
別
居
に
か
か
わ
ら
ず
、

親
族
、
近
親
者
の
援
助
が
得
ら

れ
る
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。助

成
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
じ

て
12
月
27
日
b
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
ま
た
は
福
祉
総

務
課
1
39
・
２
２
１
７
へ

●
自
転
車
・
バ
イ
ク
を

冬
期
間
預
か
り
ま
す

長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

（
地
上
・
地
下
）
で
は
、
冬
期

間
、
自
転
車
と
バ
イ
ク
（
50
㏄

以
下
）
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
11
月
１
日
b
〜
４
月
30

日
g

料
金
＝
自
転
車
３
、０
０

０
円
、
バ
イ
ク
４
、５
０
０
円

申
し
込
み
・
搬
入
＝
期
間
中
に

直
接
駐
車
場
へ
　
問
い
合
わ
せ

＝
東
口
自
転
車
駐
車
場
1
34
・

１
６
７
８
、
東
口
地
下
自
転
車

駐
車
場
1
38
・
２
０
７
５

●
市
政
だ
よ
り
11
月
号
の
発
行

中
止
と
12
月
号
の
特
別
編
集

に
つ
い
て

市
政
だ
よ
り
11
月
号
は
、
中

越
地
震
で
市
政
だ
よ
り
の
印
刷

所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
発
行
を
中
止

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
だ
よ
り
12
月
号

は
、
中
越
地
震
関
連
の
情
報
を

掲
載
す
る
た
め
に
ミ
ニ
情
報
や

シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
な
い
特
別

編
集
と
し
ま
し
た
。
通
常
の
市

政
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
市
民
の
み
な
さ
ん

に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
・
ご
了

承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

区
分 

申
請
方
法 

平成17・18年度 登
録 

年
度 

建
設
工
事 

測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等 

物
品
の
販
売 

・
賃
貸
・
売

却
・
製
造

（
印
刷
） 

市
指
定
様
式

申
請
書
を
郵

送
ま
た
は
持

参 

中越地震に負けずにがんばろう！

冬期の過剰な地下水のくみ上げに
よる地盤沈下を防ぎ、交通バリアフ
リーや雪に強いまちづくりを進める
ため、市では今年３月の条例改正に
より、地下水の節水ルールを定め、
７月１日から施行しました。
節水ルールを守り、地下水を大切
に使いましょう。

―消雪面積150㎡以上の場合―
★降雪検知器の設定は正しいですか
・降雪検知器の取り付けが必要です。
・雪が止んでからポンプが停止する
までの時間を５分以下、雪温セン
サーは0.5℃以下に設定してくださ
い。

★水量調節弁（バルブ）は付いてい
ますか

・既に消雪施設をお持ちの人は、３
年以内に調節弁の取り付けが必要
です。ただし、町内会・道路消雪
組合では、水量調節弁は設備の改
修に併せて設置してください。
―ポンプ口径が10㎝以上の場合―

★水量測定器は付いていますか
・既に消雪施設をお持ちの人は、３
年以内に水量測定器の取り付けが
必要です（町内会・道路消雪組合
を除く）。
―すべての地下水利用者―

★水の量は適正ですか
・散水飛距離は、道路でおおむね20
㎝、駐車場などは25㎝以下です。

地下水の節水ルールを守りましょう！
問い合せ＝環境政策課1２４・０５２８

水 量 調 節 弁 

水 量 測 定 器 

設置に要する経費の１／２（上限35,000円） 

設置に要する経費の１／２（上限12,500円） 

種　類 補　　助　　額 

水量調節弁と水量測定器の取り付けには補助制度があります
平成16年４月１日以前から揚水設備を設置し利用している人を対象に、
水量調節弁と水量測定器の設置費を補助しています。申請書は環境政策
課にあります（長岡市ホームページからも入手できます）。

▲長岡市環境家計簿

月　日 会  議  名 会　場 

12月14日c

15日d

16日e

17日f

20日b

21日c

22日d

27日b

議会運営委員会 

本会議（招集日） 

本会議（予備日） 

本会議（予備日） 

文教社会委員会 

建設委員会 

産業環境委員会 

総務委員会 

議会運営委員会 

本会議（最終日） 

第三委員会室 

議　　　　場 

議　　　　場 

第三委員会室 

市議会を傍聴しませんか

市議会12月定例会の日程

時　間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

傍聴定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

問い合わせ＝議会事務局1３９・２２４４へ

市議会の本会議や委員会は公開されています。
みなさん気軽においでください。

避難所のみなさんへの無料開放は引き続き行いま
す（避難所から配布される無料券をご持参ください）。
開館時間＝平日・土曜日・祝日…午前10時～午後８

時、日曜日…午前10時～午後５時
休館日＝月曜日（休日に当たるときはその翌日）、年

末年始
問い合わせ＝エコトピア寿124・9322

12月１日（水）から
エコトピア寿が通常営業になりました


